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序章 はじめに 

0-1 研究背景 

縮小時代において、既存の構築物を活用し都市の再

編を行う拠点の一つは高架下である。高架橋は、目ま

ぐるしい速さで立て代わる建築と対象的に、50 年 100

年の構築物寿命を超え都市に立ち続けている。何かと

嫌厭される場所だが、駅と駅をつなぐこの線状の空間

は、周辺地域との接触面積が広く、都市を変えること

ができる空間である。副産物としてできた空間だから

こそ、今後意識的に計画をすることで周辺地域が抱え

る課題を解決し、まちを再編させる拠点になるのでは

ないだろうか。 

0-2 対象敷地 

本研究では郊外の駅間に着目し、設計提案を通して

高架下が交通弱者のような陸上交通が抱える課題や沿

線地域の衰退・住民間の衝突と言った、周辺地域が抱

える課題を解決し、まちを再編させる拠点となる可能

性を、提示することを目的とする。その為、１章にて

高架橋を取り巻く現状、２章にて高架橋を軸とした都

市形成と陸上交通の発展を調査し、高架下が縮小時代

に 再編を行う拠点としての有意性を明らかにする。そ

して、3 章で近年の高架下開発の傾向を調査し、各章

で明らかになった高架橋の特性を用いて、土木構築物

の足元を人の居場所に変えるような、これからの高架

下開発の手法を提案する。 

 

第 1章 高架橋を取り巻く現状 

1-1 高架橋とは 

高架橋とは、道路などをまたぐようにして地上高く

架け渡した橋である。高架橋はその構造の特徴とし

て、下部に空きスペースが生まれ、この副次的に生ま

れる空間は高架下と呼ばれる。本研究においては、高

架橋としての歴史が長く、高架下の利用度が高い鉄道

高架橋を主な調査対象とする。 

1-3 東京 23 区の高架状況 

 23区を運行する24路線の普通鉄道に対し、グーグル

マップを使用した目視調査を行った。その結果、23 区

における高架化は旧東京市の中心地であった千代田区

以東の都市圏と 23 区周縁部の郊外圏に集中しているこ

とが読み取れる。つまり、23 区の高架橋は特徴的な地

域に建設されており、これまでの都市形成と何らかの

関連性あることが考えられる。 

 
fig1：23 区高架分布図 

1-4 連続立体交差事業を契機とした都市デザイン 

 高架橋建設は、連続立体交差事業によって多くの平

面鉄道が存在郊外圏で進められる。連続立体交差事業

とは、複数の踏切を一度に除去することにより、市街

地の分断を解消する都市デザインへの効果が高い事業

である。その為、高架化を契機と捉え、生まれた高架

下空間を計画的に活用することで、周辺地域の価値を

高める路線が近年増加している。 

 
fig2：23 区における連続立体交差事業の概要 

 

第 2章 東京高架橋史  

2-1 高架橋と近代都市の成り立ち 

都市と交通の発展は相互に影響を及ぼしあうもの

で、鉄道の足元を支える高架橋建設は、近代都市形成

の歴史と深く関係している。一章で明示した路線で、

一都三県に分布する高架橋を対象に建設年を一つ一つ

調査して作成した fig3 と、高架橋技術の進歩・使用建

材の変化と社会背景を比較した。その結果、産業、ニ

ュータウンといった居住地の移動、自動車交通網の整

備と、高架橋建設には非常に深い関係が見られた。そ

の上、国内経済・物資の状況に合わせ新しい構造形式

が生み出されていた。また、高架橋建設で生まれた 高

架下は戦前・戦後と、多くのバラック建の建築が高架

橋に依存するように建てられ、人々の生活を支える場

となった。その後も、増加する都内通勤者向けの施設

が建てられるなど、高架下は時代のニーズを柔軟に引

き受ける場となってきた。 

 
fig3：高架橋建設件数 

2-2 高架橋と近代陸上交通の変化 

高架橋は普通鉄道のみならず、新幹線・高速道路と

様々な交通機関の足元で使用されており、近代陸上交

通の発展にも影響を与えている。そこで、近代以降の

陸上交通機関を大きく２種類に分類した上で、各交通

機関の変化を調査した。これより、近代陸上交通は高

架橋と共に普及し、時代の要望を叶えるべくより大き

な交通へと発展を遂げたことが分かる。一方で、高架

橋を使用した大きな交通の発展は、小さな交通を弱体
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高架下利用の特徴 貸し収納などの生活利便施設に加え、公租公課相当に含まれる駐輪場を鉄道事業者が整備することで、地方自治体が広場や図書館等の
公共施設を設置することが可能となっている。      

高架下利用の特徴 立川三鷹間の高架下を全てつなぐ開発。期間を積極的に活用し地域の活動拠点を誘致している。また高架下に歩道整備し全体の回遊性を生んでいる。 

高架下利用の特徴 京急沿線が潜在的に持っているものづくりの可能性を引き出すため、ものづくりの複合拠点を計画している。
地域との関係を生み出し育むことが可能なプログラムや空間を選定している。    

高架下利用の特徴 周辺地域の機能を補完するように、駅間を「駅前商業」に「子育て応援」「生活支援」の 3つのエリアに分けた計画をしている。 

高架下利用の特徴 駅から石神井公園への一体化を図る為、公園へ連なる高架下の駅前広場を計画している。広場は交差道路扱いとし、
公租課相当分で地方自治体が使用できる面積を拡大させた。      
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fig2：23区における連続立体交差事業の概要 

fig3：高架橋建設件数



 

 

化させてしまい、多くの交通弱者を生む結果となって

いる。大きな交通と小さな交通は補い合わなければな

らず、そのためには両者を繋ぎ、小さな交通を支える

拠点が必要となる。今後、大きな交通を支えてきた高

架橋が、小さな交通を支える拠点になるための構想が

求められる。 

 
fig4：小さな交通と大きな交通の関係図 

2-3 高架橋と近代陸上交通の変化 

高架橋は建築と対象的に 50

年 100 年の構築物寿命を超

え、都市に立ち続けている。

秋葉原・東京間の住宅地図を

もとに、1972 年から 2018 年

までの高架橋と周辺建築の建

て替わりを記録した。その結

果、高架橋と周辺の建築には

変化速度に 50 年以上の差が

あることが明らかになった。

陸上交通の足元を支えるため

に強く・合理的に作られた高

架橋は、柱の間隔・天井高さ

が長い物で 10m 以上・20m 以

上かつ幅 1m 前後の構造体が

使用されており、構造的スケールが非常に大きい。こ

の特殊な構造的スケールに加え、建て替えによる経済

的価値の向上が見込まれず、建設に莫大な時間と労力

がかかる高架橋は、建築の様に寿命前に建て替えるこ

となく、補強工事をすることで都市に残り続けている

と予測する。そして、時間的スケール及び構造的スケ

ールの異なる高架橋は、目まぐるしく建て替わる建築

に対して、都市において変わらない構造物としての価

値があると考える。 

 

第 3章 高架下建築 

3-1 高架下の空間構成 

高架下は独自の法規、高架橋と隣地状況が作り出す

環境など制約の多い敷地である。この他にはない、複

雑で魅力的な敷地環境を丁寧に読み解き、生かすこと

が高架下建築を設計する上で非常に重要となる。 

3-3 高架下建築の立地と用途の関係 

これまで都内の駅近辺における商業利用が中心だっ

た高架下開発で、郊外の駅間を活用した新たな試みが

行われている。郊外駅間の高架下利用には、ベッドタ

ウンとして住宅街のみが形成されているだけでなく、

複数の駅間で教育施設や福祉施設等の人々の暮らしを

支える、都市機能が集積している傾向がる。また、周

辺が住宅地であるため、今後人口減少や住民構成比の

変化の影響により、沿線地域の衰退・住民間の衝突と

いった、さまざまな問題が顕著化することが予測され

る。つまり、沿線に足りない機能を補完する場や、こ

れから顕著化する問題を解消する新たなまちづくりの

核が必要となる。そのため、多くの未開発スペースが

存在し、多世代が集いやすい郊外の駅間高架下を活用

した開発が行われていると考える。 

  
fig6:新建築・商店建築掲載の高架下建築一覧 

 
fig7:都市機能の集中が見られる６駅間の周辺環境図 

 

第 4章 設計 

4-1 設計概要 

以上の調査結果から、郊外駅間の高架下で 30年後の

2055 年に向けた設計提案を行う。本提案は、これまで

の高架下開発とは異なり、今後衰退を迎える駅間に、

まちを再編する拠点・小さな交通の拠点・既存の交通

網を軸に新しい交通システムを提案する。そして、高

架橋と周辺建築との時間的・構造的スケールの違いを

融和させる設計手法を提案することで、土木構築物の

足元を人の居場所へと変える。敷地は、特に都市機能

の集積が見られた吉祥寺・西荻窪間。高架橋との関係

が異なる 3箇所を選定した。 

4-3 設計手法 

高架橋と周辺建築との２つのスケールの違いを融和さ

せる為、①高架橋に寄り添う土木建築、②周辺建築と

調和のとれた建築、③身体感覚に近いバラック建築の

スケールの異なる三種類の建築を定義し、混在させた

設計手法を提案する。 

 
fig8:選定敷地と新ミニバス網 

 

第 5章 おわりに 

 本研究を通して、これまで立地・低地価など一部の

価値ばかりが注目されてきた高架橋に、新たな価値を

提示することができた。今後、鉄道高架橋の高架下が

陸上交通や地域が抱える課題解決する為に、計画的に

利用されていくことを期待する。 
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エアリアル＋木下道郎／ワークショップ）

交建設計

神奈川大学曽我部研究室＋マチデザイン

横浜市＋黄金町エリアマネジメントセンター

YADOKARI

カマタ　馬淵建設一級建築士事務所

株式会社スピーク

オー・エヌ・オー大野設計 / 東武鉄道/ ユナイテッドデザイン /
鹿島建設 / 東日本総合計画 / ジェイアール総研エンジニアリング

横浜国立大学大学院 / 建築都市スクール
Y-GSA 飯田善彦スタジオ＋SALHAUS

多目的
スペース

中央線高架下プロジェクト　コミュニティステーション
東小金井／モビリティステーション東小金井 

中央ラインハウス小金井

JR 中央線 武蔵小金井 - 東小金井 
- 武蔵境

東小金井 - 武蔵境

武蔵小金井 - 東小金井

有楽町 - 新橋

秋葉原 - 御徒町

御茶ノ水 - 神田

黄金町 - 日出町

黄金町 - 日出町

黄金町 - 日出町

黄金町 - 日出町

商業施設

商業施設

スタジオ

スタジオ

スタジオ /
広場

商業施設

商業施設

保育園

学生寮

2014 年1 0月

2020 年3 月

2014年2 月

2020 年1 1月

2010 年1 2月

2013 年7 月

大森町 - 梅屋敷

下北沢 - 池ノ上

浅草 - とうきょう　
  　　　　スカイツリー

JR 中央線

JR 中央線

JR 山手線

JR 山手線

JR 総武線

京急本線

京急本線

京急本線

京急本線

京急本線

東急
伊勢崎線
京王
井の頭線線

グローバルキッズ武蔵境園  

日比谷 OKUROJI

2k450AKI-OKA ARTISAN

JR 神田万世橋ビル＋マーチエキュート神田万世橋

京急高架下文化芸術活動スタジオ 黄金スタジオ

京浜急行電鉄黄金町高架下新スタジオ

京急高架下文化芸術活動スタジオ 日ノ出スタジオ

Timys yokohama hinodecho 神奈川 

KOCA

東京ミズマチ / 東京スカイツリー・浅草連絡歩道橋 
すみだリバーウォーク  
下北沢　ゲージ　井の頭線  

インキュベー
ションスペース

2008年8 月

2011 年7 月

2008年8 月

2018年4 月

2019年3 月

2020 年1 2月

2017 年1 2月

 竣工日 設計者 立地

郊外

駅近

駅近

駅近

駅間

駅間

駅間

駅間

駅間

駅間

 プロジェクトの目的( 高架下で行う意義 ) 用途路線  区間名前

１

２

３

5

6

7

４

8

10

11

12

9

13

郊外

郊外

郊外

郊外

郊外

郊外

郊外

都心

都心

都心

都心

都心

駅近

駅近

駅間

駅近

fig8:選定敷地と新ミニバス網
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